
2025 年 3 月 31 日

平日
学休日・祝日
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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

4月：入学・進級　5月：こどもの日　6月：梅雨・保護者会　7月：七夕　8月：夏　9月：防災訓練　10月：ハロウィン　11月：秋　12月：クリスマス　1月：お正月　2月：節分　3月：ひ
な祭り・保護者会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※誕
生日会、避難訓練は通年実施。　　その他保護者参加型イベントも開催。

家族支援

・半年に一回面談行う。また、その他にも適宜相談対応も行う。
・送迎時に日々の様子を伝える。・保護者会、家族（兄妹含む）参加のイベント開催。
・ご家族の状況に合わせて利用時間や送迎時間を可能な範囲で対応

移行支援

・他事業所や学校などとの連携や情報共有。
・ライフステージの切替えを見据えた将来的な移行に向けた支援。
・

地域支援・地域連携

・イベント時の地域への協力依頼　・ボランティアさんとの交流
・相談支援事業所やショートステイ等の他機関との情報共有を行い、密な連携
を図る。　　・自治会加入。自治会主催のイベント参加

職員の質の向上

・職場内外の研修の実施　・全体ミーティングの実施
・定期的な面談の実施

支　援　内　容

・家庭や学校での健康状態を把握していく。手洗い、うがい、検温を徹底しながら感染対策を身につける。
・着替えや身支度など、身辺自立を促していく。
・毎月の制作や行事などを通して四季を感じ、伝統や文化を体験する。

・はじまりの会で日付、天気、時間、数字等の概念の習得を図る。
・終わりの会では振り返りを行い、1日の出来事を皆に話すことで、相手に伝える力を習得していく。
・調理保育や制作、その他活動の順番を確認し、先の見通しを持って行動する。

本
人
支
援

・はじまりの会で日付、天気、時間、数字等の概念の習得を図る。
・終わりの会では振り返りを行い、1日の出来事を皆に話すことで、相手に伝える力を習得していく。
・遊びの中でも自分の思いを相手に伝えたり、相手の言葉を受け入れたりとコミュニケーションを図れるようにやり取りを増やしていく。

・集団での遊びを通して、ルールを学び、社会性を促していく。
・子ども同士での遊びの中で他者の存在を知り、人間関係の形成を支援する。
・戸外活動（外食やお買い物、その他公共施設）を通してその場での約束や過ごし方などの社会性を身につける。

支援方針

・安心できる居場所を提供する。
・自分で考え、行動する力をつける。
・様々なお友だちとの関りをもつ。

営業時間 送迎実施の有無

・個々の特性に合わせた活動を行い、「　出来る　」体験を増やせるようにする。
・はじまりの会、終わりの会やおやつの時間等の中で姿勢保持の声かけ、支援を行う。
・感覚遊びなどを通して様々な感触のある物に触れ、感覚を刺激し感覚の成長を促す。

法人（事業所）理念
・利用、支援する誰もが笑顔に溢れ生き生きとした居場所を目指します。
・一人ひとりの自立に向けた支援を行います。

事業所名 ほほえみ畑 作成日支援プログラム


